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研
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海
運
海
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海
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海
運
と

海
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と

　

国

際

海

運

に

お

け

る

温

暖

化

ガ

ス

（

Ｇ

Ｈ

Ｇ

）

ネ

ッ

ト

ゼ

ロ

の

実

現

に

は

、

船

舶

の

効

率

改

善

に

よ

る

エ

ネ

ル

ギ

ー

消

費

量

の

削

減

に

加

え

て

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

（

単

位

エ

ネ

ル

ギ

ー

当

た

り

の

Ｇ

Ｈ

Ｇ

排

出

量

）

の

小

さ

い

低

・

脱

炭

素

燃

料

へ

の

転

換

が

必

要

と

な

る

。

　

国

際

海

事

機

関

（

Ｉ

Ｍ

Ｏ

）

で

は

、

こ

の

た

め

に

中

期

対

策

と

呼

ば

れ

る

新

た

な

規

制

導

入

に

向

け

た

検

討

が

行

わ

れ

て

い

る

。

具

体

的

に

は

船

舶

の

年

平

均

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

を

規

制

値

以

下

に

す

る

こ

と

を

義

務

付

け

る

「

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

規

制

」

、

排

出

さ

れ

る

Ｇ

Ｈ

Ｇ

１

㌧

当

た

り

の

定

額

の

拠

出

を

義

務

付

け

る

「

Ｇ

Ｈ

Ｇ

課

金

」

が

検

討

さ

れ

て

い

る

。

　

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

規

制

で

は

、

規

制

に

柔

軟

に

適

合

で

き

る

よ

う

、

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

の

年

平

均

値

と

規

制

値

の

差

分

に

エ

ネ

ル

ギ

ー

消

費

量

を

か

け

て

算

出

さ

れ

る

余

剰

分

ま

た

は

不

足

分

を

「

排

出

ユ

ニ

ッ

ト

」

と

し

て

船

舶

間

で

融

通

し

た

り

、

Ｉ

Ｍ

Ｏ

が

発

行

す

る

排

出

ユ

ニ

ッ

ト

の

購

入

に

よ

っ

て

不

足

分

の

相

殺

を

認

め

る

仕

組

み

が

検

討

さ

れ

て

い

る

。

こ

れ

は

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

と

い

う

ベ

ン

チ

マ

ー

ク

を

使

っ

た

Ｇ

Ｈ

Ｇ

プ

ラ

イ

シ

ン

グ

に

相

当

す

る

。

　

Ｇ

Ｈ

Ｇ

課

金

は

、

年

間

Ｇ

Ｈ

Ｇ

排

出

量

に

応

じ

て

Ｉ

Ｍ

Ｏ

が

設

立

す

る

基

金

へ

の

拠

出

を

義

務

付

け

る

も

の

で

あ

り

、

こ

れ

も

Ｇ

Ｈ

Ｇ

プ

ラ

イ

シ

ン

グ

に

当

た

る

。

基

金

は

脱

炭

素

燃

料

を

使

用

す

る

船

舶

へ

の

還

付

や

「

共

通

だ

が

差

異

あ

る

責

任

」

原

則

を

考

慮

し

た

途

上

国

支

援

に

活

用

す

る

こ

と

が

検

討

さ

れ

て

い

る

。

　

Ｇ

Ｈ

Ｇ

課

金

の

是

非

を

含

め

、

具

体

的

な

制

度

設

計

は

年

内

に

固

ま

る

予

定

で

あ

る

が

、

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

の

規

制

値

を

設

定

す

る

点

は

合

意

済

み

で

あ

り

、

い

ず

れ

に

し

て

も

燃

料

転

換

を

促

す

規

制

と

な

る

見

込

み

だ

。

　

ま

た

、

規

制

に

際

し

て

は

燃

料

の

生

産

・

輸

送

・

貯

蔵

な

ど

上

流

側

で

Ｇ

Ｈ

Ｇ

排

出

量

を

増

や

さ

な

い

よ

う

、

燃

料

を

ラ

イ

フ

サ

イ

ク

ル

ベ

ー

ス

で

評

価

す

る

こ

と

が

前

提

に

な

る

。

　

例

え

ば

、

水

素

・

ア

ン

モ

ニ

ア

は

燃

焼

時

の

二

酸

化

炭

素

（

Ｃ

Ｏ

２

）

排

出

量

は

ゼ

ロ

で

あ

る

が

、

化

石

燃

料

由

来

の

場

合

、

燃

料

の

生

産

過

程

で

大

量

の

Ｃ

Ｏ

２

が

排

出

さ

れ

る

。

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

由

来

で

あ

れ

ば

生

産

時

の

排

出

を

抑

え

ら

れ

る

た

め

、

グ

ロ

ー

バ

ル

な

Ｇ

Ｈ

Ｇ

削

減

に

は

上

流

側

を

含

む

ラ

イ

フ

サ

イ

ク

ル

排

出

量

の

評

価

が

必

要

と

な

る

。

　

ラ

イ

フ

サ

イ

ク

ル

ベ

ー

ス

で

重

油

か

ら

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

を

下

げ

る

場

合

、

過

渡

期

に

お

い

て

は

Ｌ

Ｎ

Ｇ

、

長

期

的

に

は

持

続

可

能

な

先

進

バ

イ

オ

燃

料

や

合

成

燃

料

が

有

効

な

選

択

肢

と

な

る

＝

図

参

照

。

た

だ

し

、

同

じ

燃

料

で

も

ラ

イ

フ

サ

イ

ク

ル

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

は

原

料

や

生

産

方

法

に

よ

っ

て

変

わ

る

た

め

、

こ

れ

を

適

切

に

評

価

・

認

証

す

る

制

度

の

構

築

が

不

可

欠

と

な

る

。

　

こ

の

た

め

、

Ｉ

Ｍ

Ｏ

で

は

ラ

イ

フ

サ

イ

ク

ル

評

価

（

Ｌ

Ｃ

Ａ

）

の

方

法

や

基

準

を

定

め

た

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

が

作

成

さ

れ

、

順

次

改

定

が

行

わ

れ

て

い

る

。

ラ

イ

フ

サ

イ

ク

ル

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

の

計

算

方

法

や

検

証

お

よ

び

認

証

の

あ

り

方

な

ど

大

枠

は

固

ま

っ

て

い

る

が

、

規

制

に

使

う

た

め

に

は

各

燃

料

の

Ｇ

Ｈ

Ｇ

強

度

の

デ

フ

ォ

ル

ト

値

や

持

続

可

能

性

の

認

証

基

準

な

ど

更

な

る

検

討

が

必

要

と

な

る

。

　

国

際

海

運

で

は

今

後

ま

す

ま

す

燃

料

転

換

に

向

け

た

取

組

み

の

進

展

が

予

想

さ

れ

る

が

、

具

体

的

に

ど

の

燃

料

が

い

か

な

る

時

間

軸

で

優

位

性

を

持

つ

の

か

は

、

燃

料

の

生

産

技

術

の

発

展

動

向

や

供

給

網

の

整

備

状

況

に

加

え

、

中

期

対

策

の

制

度

設

計

や

Ｌ

Ｃ

Ａ

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

の

内

容

が

大

き

く

関

係

し

て

く

る

。

今

後

の

競

争

環

境

を

見

据

え

る

上

で

、

こ

れ

ら

規

制

や

基

準

の

策

定

に

向

け

た

検

討

動

向

か

ら

目

が

離

せ

な

い

。


